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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
１
年
で
し
た
。
現
在
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
み
行
動
制
限
は
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
状

況
で
す
が
、
各
国
か
ら
変
異
株
が
報
告
さ
れ
る

中
、
経
済
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
自
然
災
害
も
全
国
各
地
で
発
生
し
、
８

月
の
豪
雨
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

と
な
り
ま
し
た
。
本
県
で
も
、
麦
収
穫
期
の
５
月

に
長
雨
と
な
り
麦
の
品
質
が
低
下
、
８
月
９
日
の

台
風
９
号
で
は
園
芸
施
設
や
建
物
、
水
稲
に
被
害

が
出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
組
合
員
の
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
は
組
合
員
数
が
年
々
減
少
し
、
今
後
も
減

少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
組
織
に
お
い
て

組
合
長
理
事

副
組
合
長
理
事

理

事

代
表
監
事

監

事

は
、
役
員
体
制
や
事
業
実
施
体
制
の
見
直
し
、
法

令
遵
守
体
制
の
整
備
、
事
業
収
支
健
全
化
の
実
現

等
に
向
け
、
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
３
月
30
日
の
第
15
回
臨
時
総
代
会
で

は
、
４
年
４
月
か
ら
適
用
す
る
役
員
定
数
を
、
理

事
13
（
現
在
23
）
名
、
総
代
１
０
２
（
同
２
０
１
）

名
と
す
る
他
、
総
代
選
挙
区
を
新
た
に
定
め
る
こ

と
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
機
構

改
革
の
一
環
と
し
て
、
小
豆
支
所
は
高
松
支
所
小

豆
出
張
所
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
組
織
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
農
業
経
営
を
守

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
確
実
に

広
げ
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産

体
制
の
構
築
に
向
け
、
農
業
共
済
事
業
と
収
入
保

険
事
業
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
実
行
策
と
し
ま
し
て
は
、
戸
別
訪
問
等
に

全
力
を
尽
く
し
、
国
の
災
害
対
策
と
し
て
の
農

業
保
険
の
有
効
性
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と

で
、
一
層
の
理
解
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
健

康
と
ご
繁
栄
、
そ
し
て
令
和
４
年
が
幸
多
い
１
年

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

近
藤　

賢
司
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修

植
村　

隆
昭

宮
武　

正
明

佃　
　

和
幸

南
原　

政
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安
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洋

眞
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廣
文
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宏
誠

横
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孝
信

小
亀　

政
裕

滝
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英
明

石
井　

宏
昭

石
井
啓
二
郎

細
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和
稔

小
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稔
明

川
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肇

滝
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廣
男

髙
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清
一

千
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保
敏

本年もよろしく
お願い申し上げます。

　

農
業
は
、
緑 

土 

水
を
守
り
、
豊
か
な
食
料

を
供
給
す
る
産
業
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
次

の
世
代
に
農
業
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
農

業
保
険
で
農
業
者
を
支
え
て
い
ま
す
。
農
で

生
活
基
盤
を
築
き
、
農
業
の
未
来
を
担
う
、

若
手
農
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

新春特集
組
織
改
革
で
体
制
を
強
化

香川県農業共済組合
組合長理事 近藤賢司
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「牛個々の持つ能力を伸ばし、仕上がり具
合を大事にしています」

量
を
増
加
さ
せ
、
事
故
な
く
出
荷
し
た
い
」
と

啓
晃
さ
ん
。

　
導
入
し
て
４
カ
月
は
病
気
に
な
り
や
す
く
、

体
調
管
理
は
特
に
気
を
付
け
る
。「
生
き
物
相

手
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、
も
し
も
の
時

の
共
済
。
診
療
所
の
先
生
か
ら
は
、
診
療
は
も

ち
ろ
ん
下
痢
や
風
邪
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　
北
隆
畜
産
の
牛
を
担
当
す
る
三
豊
家
畜
診
療

所
の
藤
田
和
佑
獣
医
師
は
、「
関
さ
ん
は
夫
婦

で
牛
を
よ
く
観
察
を
し
て
い
る
の
で
連
絡
が
早

く
、
治
り
も
良
い
で
す
。
病
気
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
事
で
、
１
頭
１
頭
を
丁
寧
に
飼

養
さ
れ
て
い
る
証
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　
作
業
は
朝
４
時
か
ら
始
め
、
18
時
に
は
帰
宅

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
作
業
や
家
事
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
は
奈
穂
子
さ
ん
。
啓
晃
さ
ん
は

「
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の
顔
を
見

て
、
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な

り
ま
す
。
生
き
物
を
飼
っ
て
い
る
の
で
遠
出
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
家
族
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
し
た
い
で
す
」

　
20
歳
で
就
農
し
た
関
啓
晃
さ
ん
は
、「
社
会

を
経
験
し
て
み
て
、
農
業
に
臨
む
父
の
背
中
が

か
っ
こ
よ
く
見
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
餌

代
や
燃
料
代
の
高
騰
で
楽
な
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
頭
数
を
増
や
し
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
現
在
、
妻
の
奈
穂
子

さ
ん
と
２
人
で
和
牛
を
飼
養
す
る
。

　
北
隆
畜
産
で
は
年
間
１
７
０
頭
ほ
ど
を
出
荷

し
、
一
部
を
精
肉
店
と
直
接
取
引
す
る
。
飼
育

期
間
は
他
の
肥
育
農
家
よ
り
半
年
早
い
月
齢
24

カ
月
未
満
で
、「
枝
肉
重
量
は
軽
い
で
す
が
、

経
費
の
削
減
と
事
故
率
の
低
減
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
」。

　
出
荷
４
カ
月
前
に
餌
の
配
分
を
変
え
、
肉
質

が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、

ビ
タ
ミ
ン
を
切
ら
ず
に
出
荷
す
る
た
め
、
精
肉

店
か
ら
は
内
臓
の
質
が
い
い
と
評
価
さ
れ
た
。

　
奈
穂
子
さ
ん
は
、
結
婚
し
た
平
成
25
年
か
ら

会
社
勤
め
し
な
が
ら
手
伝
い
、
出
産
を
機
に
就

農
し
た
。
啓
晃
さ
ん
が
作
業
全
般
、
奈
穂
子
さ

ん
は
餌
や
り
と
床
替
え
を
担
当
す
る
。
餌
や
り

の
時
に
異
常
が
な
い
か
よ
く
観
察
し
、
調
子
の

悪
い
牛
を
見
つ
け
た
ら
、
写
真
を
撮
っ
て
啓
晃

さ
ん
に
連
絡
を
し
て
い
る
。

　
「
導
入
し
た
牛
は
、
餌
管
理
を
徹
底
し
て
重

ふ
じ  

た  

か
ず
ひ
ろ

共
済
に
加
入
し
て
い
て
よ
か
っ
た

安
定
経
営
を
目
指
し
て

家
族
の
存
在
が
励
み
に

な　ほ　こ
奈穂子さん（36）

いち ほ
一穂ちゃん（２）

一穂ちゃんはお父さんお母さんと一緒で上機嫌

左は一穂ちゃん作、右は母子の合作

平成29年12月に法人化した北隆畜産

一人で全部しようと無
理してしまうところが
心配です。体調に気を
つけて、もう少し頼っ
てね

啓晃さんから
一穂ちゃんへの思い

犬と猫、ポニーを飼って
いて、動物に関心を示す
のですが、怖いみたい。
いろいろなものに興味を
持って、元気に育ってほ
しいです

応
援
コ
メ
ン
ト

株
式
会
社
北
隆
畜
産

三
豊
市
豊
中
町

ほ
く
り
ゅ
う
ち
く
さ
ん

関 

啓
晃
さ
ん（
36
）

代
表
取
締
役

せ
き
　 

ひ
ろ  

あ
き

未来につなげる農
新春特集

家
畜
共
済
に
加
入

　
経
営
品
目
＝
肥
育
牛
（
和
牛
）
２
２
０

頭
、
繁
殖
牛
７
頭
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「収入保険に加入しているので、安心して営農
できます」

効
率
を
高
め
た
作
業
の
実
現
を
目
標
に
す

る
。

　

昨
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
す
る
。
一

番
の
加
入
理
由
は
、
一
人
で
作
業
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
急
な
け
が
や
病
気

な
ど
で
対
応
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
懸

念
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
の
価
格
低
下
や
異
常
気
象
と
い
っ
た
、

予
期
せ
ぬ
事
態
に
対
応
し
て
い
る
補
償
の

広
さ
も
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
。

　

長
男
の
陸
人
く
ん
は
、
小
学
校
か
ら
帰

る
と
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
友
だ
ち

と
遊
ん
で
い
る
。
た
ま
に
稲
澤
さ
ん
が
手

伝
い
を
頼
む
と
、
快
く
応
じ
て
く
れ
る
と

い
う
。

　

「
忙
し
く
働
く
中
で
も
、
陸
人
の
明
る

い
笑
顔
を
み
る
と
元
気
が
出
て
、
明
日
も

頑
張
ろ
う
と
い
う
活
力
に
な
り
ま
す
。『
僕

も
大
人
に
な
っ
た
ら
何
か
作
る
』
と
言
っ

て
く
れ
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て

い
る
よ
う
な
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

平
成
24
年
、
結
婚
と
同
時
に
就
農
し
た

稲
澤
圭
太
さ
ん
、「
農
業
は
毎
年
状
況
が
変

わ
っ
て
い
く
の
が
面
白
く
、
や
っ
た
ら

や
っ
た
だ
け
身
に
つ
く
魅
力
的
な
仕
事
だ

と
感
じ
ま
す
」
と
話
す
。

　

前
職
は
造
園
関
係
で
、
大
型
機
械
を
扱

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
農
機
具
の
ト
ラ
ク

タ
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
操
作
で
困
る
こ

と
は
な
く
、
む
し
ろ
楽
し
く
感
じ
た
と
い

う
。
師
匠
で
あ
り
、
共
同
経
営
者
で
も

あ
っ
た
義
父
が
他
界
し
、
昨
年
か
ら
は
一

人
で
従
来
の
作
付
面
積
を
維
持
し
て
い
る
。

　

自
然
相
手
の
農
業
は
、
毎
年
、
栽
培
環

境
が
変
わ
る
た
め
「
面
白
い
反
面
、
難
し

い
」
と
稲
澤
さ
ん
。
営
農
技
術
な
ど
は
、

地
域
の
農
業
者
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、

日
々
進
歩
し
て
い
る
。
麦
の
栽
培
に
は
特

に
注
力
し
、
仲
間
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

肥
料
を
追
肥
し
た
こ
と
で
、
収
量
・
品
質

を
高
め
た
。

　

「
不
安
は
多
い
で
す
が
、
農
業
者
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

　

10
㌃
以
下
の
田
ん
ぼ
が
点
々
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
は
稲
作
と
麦
作
の
水
管
理

に
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
、

収
入
保
険
で
安
心
営
農

周
囲
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

子
ど
も
の
笑
顔
が
活
力

高
松
市
川
島
東
町

稲
澤 

圭
太
さ
ん（
45
）

い
な  

ざ
わ

け
い
　 

た

いつも明るい稲澤さんファミリー

仲良し親子

夫ができる限り作業に専念できるよ
う、環境を整えるようにしていま
す。子どもが帰ってくる時間は家に
いるようにするなど、すこしでも貢
献したいです

収
入
保
険
に
加
入

　
経
営
品
目
＝
米
７
・
５
㌶
、
麦
15
㌶
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
30
㌃

いつも
元気いっぱい

あい
妻の

愛さん（36）

りく と
陸人くん（７）

応
援
コ
メ
ン
ト

未来につなげる農
新春特集

パパ、おいしいお米を作って
くれてありがとう。うちの
しおむすびが大すきです！
おしごとがんばってね
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ちづちゃん（５）

和
２
年
12
月
30
日
、
建
設
し
た
ば
か
り
の
ハ
ウ

ス
が
、
強
風
で
被
害
を
受
け
た
。
ビ
ニ
ー
ル
が

破
れ
た
だ
け
で
な
く
、
パ
イ
プ
も
曲
が
っ
て
し

ま
う
大
き
な
被
害
だ
っ
た
。

　
「
園
芸
施
設
共
済
に
入
っ
て
い
た
の
で
共
済

金
が
支
払
わ
れ
、
助
か
り
ま
し
た
。
農
薬
と
化

学
肥
料
を
使
わ
な
い
栽
培
は
、
病
気
や
害
虫
の

リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
収
入
保
険
に
も
加
入
し

て
い
ま
す
。
保
険
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
仕
事
が
で
き
ま
す
」

　
目
標
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
た
ら
海
外
旅
行
に
行
く
こ
と
。
６
年
前
、

仕
事
を
辞
め
、
妻
の
佑
加
さ
ん
と
10
カ
月
の
世

界
一
周
旅
行
に
行
く
ほ
ど
、
旅
が
好
き
な
蓮
井

さ
ん
は
、「
も
う
一
度
、
海
外
に
行
け
る
な
ら
、

今
度
は
各
国
の
農
家
を
回
っ
て
み
た
い
」
と
話

す
。

　

世
界
一
周
旅
行
で
は
、
海
外
の
人
々
が

fight

（
頑
張
れ
）
で
は
な
く
、enjoy

（
楽

し
ん
で
）
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
る
。

「
こ
の
言
葉
は
僕
の
心
に
と
て
も
強
く
響
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
頑
張
れ
で
は
な
く
、

楽
し
ん
で
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分

も
農
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
ら
」

　
平
成
29
年
に
就
農
し
た
蓮
井
俊
輔
さ
ん
は
、

「
農
業
は
非
常
に
自
由
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
。

毎
日
が
夏
休
み
の
よ
う
な
感
じ
で
、
作
業
も
楽

し
い
で
す
。
今
は
好
き
な
こ
と
が
仕
事
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
現
在
、
１
㌶
の
自
作
地

で
、
年
間
約
50
品
目
の
野
菜
を
農
薬
や
化
学
肥

料
を
使
わ
ず
に
栽
培
し
て
い
る
。

　
営
業
マ
ン
を
辞
め
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
探
し
て
い
る
と
き
、
友
人
を
通
し
て
「
大
空

の
う
え
ん
」
＝
さ
ぬ
き
市
＝
の
竹
田
信
太
代
表

に
出
会
う
。

　
も
と
も
と
農
業
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た

蓮
井
さ
ん
だ
が
、
化
学
肥
料
の
代
わ
り
に
植
物

性
の
お
か
ら
堆
肥
や
魚
粉
な
ど
、
有
機
肥
料
を

用
い
た
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
竹
田
代

表
と
一
緒
に
農
業
を
す
る
中
で
、
農
業
の
魅
力

を
知
っ
て
い
っ
た
。

　
竹
田
代
表
は
、「
蓮
井
さ
ん
は
作
業
が
と
て

も
丁
寧
で
、
技
術
も
み
る
み
る
吸
収
し
ま
し
た
。

特
に
オ
ク
ラ
は
高
品
質
で
収
穫
量
も
多
く
、
確

か
な
技
術
の
表
れ
で
す
。
い
つ
も
良
い
刺
激
を

も
ら
え
る
仲
間
で
す
」
と
話
す
。

　
自
然
や
天
候
に
左
右
さ
れ
る
農
業
ー
。
令

し
ん  

た

た
け  

だ

農
業
保
険
の
必
要
性
を
実
感

思
わ
ぬ
魅
力
に
惹
か
れ
て

楽
し
む
こ
と
を
一
番
に

た　び  と
太旅人くん（９）

ゆ  か

農業パートナー
でもある

佑加さん（40）から

現在の出荷先は県内量販店や飲食店などで、直接納品している

ハウスではベビーリーフなど葉物中心に栽培 蓮井さん手作りの鳥小屋。卵の出荷を目指す

父ちゃん 母ちゃん
いつもおいしいお野菜
ありがとう。大好き

おやさいだいすきいつも無理しすぎる
父ちゃん！
ほどほどにね。
いつもありがとう

応
援
コ
メ
ン
ト

「農業保険は無くてはならないものですね」

蓮
井 

俊
輔
さ
ん（
43
）

さ
ぬ
き
市
小
田

農
園
「
旅
」

は
す
　 

い

し
ゅ
ん
す
け

園
芸
施
設
共
済 

収
入
保
険
に
加
入

　
経
営
品
目
＝
夏
は
オ
ク
ラ
や
ピ
ー
マ
ン
、
シ
シ
ト

ウ
が
主
で
、
冬
は
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、

レ
タ
ス
な
ど
。
年
間
50
品
目
を
１
㌶
で
栽
培

未来につなげる農
新春特集
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東部第１

支所 選挙区 区域 総代
定員

選挙区と定員

東部

高松

東部第２

高松第１

高松第２

高松第３

小豆

５
９

８

７

９

３

東かがわ市
さぬき市

三木町、高松市（十河、
東植田、西植田、川島、
前田、川添、林）

高松市（牟礼、庵治、三
谷、多肥、仏生山、一
宮、鶴尾、高松栗林、太
田、木太、屋島、古高
松、女木・男木）、直島町

高松市（檀紙、弦打、鬼
無、香西、下笠居、円
座、川岡、大野、浅野、
川東、安原、塩江、上
西、池西、由佐）

土庄町、小豆島町

支所 選挙区 区域 総代
定員

中讃

仲多度

三豊

中讃第２

中讃第３

仲多度第１

仲多度第２

仲多度第３

三豊第１

三豊第２

７

５

４

４

16

８

11

中讃第１ ６坂出市、宇多津町

高松市（国分寺町）、綾川
町

丸亀市（飯山町、綾歌
町）

丸亀市（飯山町、綾歌町
以外）、多度津町

善通寺市、琴平町

まんのう町

三豊市

観音寺市

　
農
業
保
険
制
度
は
、
組
合
員
の
代
表

者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

関
係
者
（
総
代
、
共
済
部
長
、
損
害
評

価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
役
員
）
の

改
選
期
で
、
あ
な
た
の
声
を
反
映
さ
せ

る
機
会
で
す
。
２
月
下
旬
か
ら
地
区
別

の
周
知
会
を
開
催
し
ま
す
。
適
切
な
人

選
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
の
中
か
ら
立
候
補
あ
る
い
は

推
薦
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
、
各
選
挙
区

の
定
員
（
下
表
参
照
）
を
超
え
な
い
と

き
は
無
投
票
当
選
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
代
表
と
し
て
最
高
議
決
機

関
の
総
代
会
を
構
成
。
定
款
の
変
更
や

事
業
計
画
の
設
定
、
役
員
の
選
任
な
ど
、

組
合
運
営
に
係
る
重
要
な
案
件
を
審
議
、

議
決
し
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
組
合
運
営
に

改
選
の
年

２
月
下
旬
〜

４
月
18
日

４
月
21
日

５
月
２
日

５
月
３
日

５
月
10
日

５
月
27
日

６
月
４
日

地
区
別
周
知
会

総
代
候
補
者
届
出
期
日

総
代
選
挙
日

役
員
候
補
者
推
薦
届
出

期
日

新
総
代
就
任

役
員
候
補
者
推
薦
会
議

第
10
回
通
常
総
代
会

新
役
員
就
任

改
選
の
主
な
日
程

総
代
（
定
数
１
０
２
人
）

●
選
出

●
役
割
と
主
な
仕
事

　
５
月
３
日
か
ら
３
年
で
す
。

●
任
期

議案を審議する総代

年間６回程度、理事会を開催し、業務執行を審
議する役員

パンフレットで建物共済の説明をする共済部長

　
集
落
ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
る
地
区
ご

と
に
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
組
合
長
が
理

事
会
の
承
認
を
得
て
委
嘱
し
ま
す
。

　
組
合
員
と
組
合
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
で
す
。

　
組
合
に
係
る
事
項
を
組
合
員
に
伝
達

い
た
だ
く
他
、
業
務
に
関
す
る
地
域
情

報
の
提
供
や
加
入
申
込
書
の
取
り
ま
と

め
、
組
合
広
報
紙
の
配
布
、
農
業
保
険

制
度
の
普
及
・
推
進
な
ど
を
担
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

共
済
部
長
（
４
２
０
０
人
程
度
）

●
選
出

●
役
割
と
主
な
仕
事

　

４
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

●
任
期

　
地
域
ご
と
に
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
組

合
長
が
理
事
会
の
承
認
を
得
て
任
命
し

ま
す
。

　
評
価
高
決
定
の
基
礎
と
し
て
最
も
重

要
な
損
害
評
価
を
行
う
、
農
業
共
済
事

業
の
要
で
す
。

　
水
稲
や
果
樹
な
ど
、
組
合
員
か
ら
損

害
通
知
が
あ
っ
た
耕
地
や
園
地
を
、
適

正
公
平
に
損
害
評
価
し
ま
す
。

　
ま
た
、
損
害
防
止
の
指
導
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

損
害
評
価
員
（
９
３
０
人
以
内
）

●
選
出

●
役
割
と
主
な
仕
事

　

４
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

●
任
期

かきの被害状況や栽培管理を調査する損害評価
会委員

　
組
合
は
法
律
上
の
必
須
機
関
と
し
て
、

損
害
評
価
会
を
置
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
組
合
員
や
学
識
経
験
者
の
中
か

ら
、
組
合
長
が
総
代
会
の
承
認
を
得
て

選
任
し
ま
す
。

　
共
済
目
的
ご
と
に
部
会
を
設
け
、
公

平
な
損
害
額
の
認
定
、
損
害
防
止
に
関

す
る
事
項
を
調
査
、
審
議
し
ま
す
。

　
評
価
地
区
ご
と
の
均
衡
調
整
を
図
る

た
め
抜
取
調
査
を
し
、
損
害
評
価
の
結

果
が
適
正
で
あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員
（
１
３
０
人
以
内
）

●
選
出

●
役
割
と
主
な
仕
事

　

４
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

●
任
期

水稲の被害申告田を検見する損害評価員

　
組
合
員
を
代
表
す
る
者
で
構
成
さ
れ

た
推
薦
会
議
で
推
薦
さ
れ
、
総
代
会
で

選
任
さ
れ
ま
す
。
就
任
時
に
満
71
歳
未

満
の
方
が
対
象
で
す
。

役
員
（
理
事
13
人
、
監
事
４
人
）

●
選
出

　
理
事
は
、
組
合
の
代
表
機
関
で
あ
る

理
事
会
を
構
成
し
、
法
令
、
定
款
、
総

代
会
の
議
決
等
に
従
い
組
合
を
運
営
し

ま
す
。

　
監
事
は
、
理
事
の
業
務
執
行
状
況
や

財
産
の
状
況
を
監
査
し
、
是
正
の
措
置

を
と
れ
ま
す
。

●
役
割
と
主
な
仕
事

　

６
月
４
日
か
ら
３
年
で
す
。

●
任
期
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一刀両断

柿の
害虫対策

　
令
和
３
年
産
麦
は
、
県
全
体
と
し
て

元
・
２
年
産
同
様
、
豊
作
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
部
で
は
４
月
下
旬
と

５
月
中
旬
の
降
雨
で
倒
伏
し
、
品
質
の

低
下
や
減
収
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
産
も
も
の
作
柄
は
平
年
並

み
で
し
た
が
、
一
部
の
園
地
で
せ
ん
孔

細
菌
病
や
縮
葉
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
食
害
で
減

収
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
の
保
険
金
は
、
保
険
期
間

終
了
後
の
令
和
３
年
の
税
申
告
後
（
法

人
の
方
は
事
業
年
度
終
了
後
）
に
支
払

わ
れ
ま
す
。
保
険
金
を
受
け
取
る
見
込

み
の
あ
る
方
は
、
受
け
取
り
見
積
額
を

算
出
し
、
税
申
告
に
計
上
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
販
売
金
額
な
ど
を
早
め
に
把
握
し
、

確
定
申
告
前
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
組
合
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
新
た
に
青
色
申
告
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
下
記
日
程
で

研
修
会
を
開
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
前

も
っ
て
支
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
産
の
柿
は
、
フ
ジ
コ
ナ
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
（
写
真
１
）
の
虫
害
が
多

発
し
ま
し
た
。

　
被
害
は
、
成
・
幼
虫
の
分
泌
物
に
雑

菌
が
繁
殖
し
、
果
実
表
面
が
す
す
け
た

状
態
に
な
っ
た
り
、
被
害
痕
が
盛
り
上

が
り
火
脹
れ
症
状
（
写
真
２
）
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
本
害
虫
の
雌
は
孵
化
後
、
３
齢
幼
虫

を
経
て
成
虫
と
な
り
ま
す
。
雄
は
２
齢

幼
虫
と
な
っ
た
後
、
繭
を
作
り
、
さ
な

ぎ
を
経
て
成
虫
に
な
り
ま
す
。
冬
季
は
、

１
齢
幼
虫
か
ら
成
虫
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

発
育
段
階
で
越
冬
し
ま
す
が
、
大
部
分

は
１
、
２
齢
幼
虫
で
粗
皮
下
や
枝
の
切

り
口
付
近
に
潜
み
越
冬
し
ま
す
。

　

３
年
産
柿
で
多
発
生
し
た
要
因
は
、

２
〜
３
年
に
か
け
て
の
冬
季
が
暖
冬
で

あ
っ
た
た
め
、
越
冬
量
が
増
加
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
冬
場
の
対
策
を
確
実
に
行
っ
て
越
冬

量
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
生
育
期
の
発

生
も
抑
制
で
き
ま
す
。
１
月
に
は
マ
シ

ン
油
乳
剤
を
、
３
月
に
は
石
灰
硫
黄
合

剤
を
散
布
し
、
越
冬
場
所
で
あ
る
粗
皮

下
に
も
薬
液
が
到
達
す
る
よ
う
十
分
な

量
を
散
布
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
粗
皮
削
り
等
の
耕
種
防
除
を
併

用
す
れ
ば
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

（
氏
家
章
雄
＝
香
川
県
農
業
試
験
場
病

害
虫
防
除
所
）

（勘違い）利益を増やすために人件費を減らす

桃の縮葉病対策

基礎知識
確定申告

くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所、高松市木太町

（勘違い）利益計画は売上目標から立てる次号のテーマは

次号は

　農業はまだまだ労働集約的で、労働分配率（人件費
÷粗利益額）が高くなる傾向が強くなります。そのた
め、業績を良くしようとすれば、労働分配率を低くす
ることを考えがちです。
　実は、この労働分配率という指標には、粗利益額に
対して人件費を何%以内にするという、人件費を抑え
ようとするコスト意識が潜んでいるのです。人件費を
コストと見ると従業員のモチベーションは下がり、従
業員は定着しません。
　人件費はコストではなく、経営の目的です。従業員
を幸せにするために、会社や個人事業主は存在するか
らです。経営者の仕事は、縁あって働いてくれている
従業員とその家族を守ることです。
　業績を良くすること＝労働分配率を下げることでは

なく、粗利益額を増やして労働生産性を上げていくこ
とに頭を切り替えましょう。
　労働分配率は、人件費÷粗利益額で求められますが、
分子と分母を入れ替え、粗利益額÷人件費で求められ
るのが労働生産性です。人件費はコストではなくパ
ワーなので、削減ではなく、粗利益額を増やすことが
重要です。
　従業員には現場で創造性を発揮して売り上げを最大
化してもらい、変動費や人件費以外の固定費を最小化
しましょう。
　経営者は、ヒト・モノ・カネ・情報という資源を、
どのように生かすかを考えましょう。

冬
季
防
除
の
徹
底
を
！

収
入
保
険

税
申
告
時
に
保
険
金
計
上
が
必
要

青
色
申
告
研
修
会
を
開
催

役
員
人
事

12
月
４
日
付
け
で
就
任

からのお知らせ

収
穫
共
済

麦 

作
柄
は
３
年
連
続
の
良
好

も
も 

５
月
の
長
雨
で
病
害
発
生

　
令
和
３
年
12
月
３
日
、
第
16
回
臨
時

総
代
会
を
開
催
し
、
提
出
し
た
４
議
案

全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
１
号
議
案
》
危
険
段
階
別
基
準
共

済
掛
金
率
設
定
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
果

樹
・
畑
作
物
共
済
適
用
の
共
済
掛
金
率

《
第
２
号
議
案
》
事
業
規
程
の
一
部
改

正
の
承
認
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
損
害
評
価
会
委

員
数
を
１
３
０
人
以
内
（
現
行
１
８
７
人
以

内
）、
損
害
評
価
員
数
９
３
０
人
以
内
（
同

１
８
６
１
人
以
内
）
と
す
る

《
第
3
号
議
案
》
役
員
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　
欠
員
に
な
っ
て
い
た
東
部
区
域
理
事
に
高

坂
修
氏
を
選
任

《
第
４
号
議
案
》
附
帯
決
議

　
軽
微
な
事
項
の
理
事
会
一
任

臨
時
総
代
会

提
出
議
案
の
と
お
り
可
決
承
認

提
出
議
案

組合の主な動き

1月

2月

18日

21日
26日
28日
31日

損害評価会ぶどう部会
損害評価会かき部会
第5回理事会
青色申告研修会（高松支所）
青色申告研修会（中讃支所）
青色申告研修会（三豊支所）

3日
17日
22日

家畜共済損害評価会
損害評価会大豆部会
コンプライアンス委員会

▽
東
部
家
畜
診
療
所
・
麻
野
恵
理

▽
米
谷
朋
恵
（
三
豊
支
所
総
務
・
地
域

推
進
課
）

職
員
人
事

新
規
採
用
職
員
（
11
月
１
日
付
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

被害戸数

支払共済金

支払日

87戸

22,757,487円

令和３年11月26日

麦
災害収入共済
方式

被害戸数

支払共済金

支払日

20戸

1,007,880円

令和３年11月26日

もも
半相殺減収
総合一般方式

ふ　

か

ひ　
ぶ
く

ま
ゆ

高坂修理事
（東部）

こうさかおさむ

退
職
（
11
月
30
日
付
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

議長を務める

小野隆総代
（まんのう町）

お　のたかし

小 豆 支 所 ☎0879-62-0694

東 部 支 所 ☎0879-43-4121

中 讃 支 所 ☎0877-46-1211

三 豊 支 所 ☎0875-25-2482

仲多度支所 ☎0877-62-5970

高 松 支 所 ☎087-888-1146

連絡先（お問い合わせ）

（写真２）火脹れ症状 （写真１）花弁への寄生
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江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
武
者
絵
な
ど
を
模
写
し
、

勇
壮
に
仕
上
げ
ら
れ
た
和
凧
。
高
く
揚
げ
て
子
ど
も

の
健
康
や
成
長
を
願
う
、
正
月
の
風
物
詩
で
す
。

　
墨
汁
で
下
書
き
し
た
和
紙
に
筆
で
色
付
け
し
て
い

く
の
は
、
凧
作
り
歴
15
年
の
湯
浅
博
さ
ん
（
丸
亀
市

郡
家
町
、
73
歳
、
水
稲
70
㌃
）。「
風
に
乗
っ
て
高
く
、

う
ま
く
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
最
高
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
毎
年
、
農
作
業
の
合
間
に
20
張
（
枚
）
ほ
ど
を
制

作
。
ま
ず
は
作
り
た
い
大
き
さ
と
形
を
決
め
、
下
絵

を
描
き
色
付
け
し
て
い
き
ま
す
。
同
じ
絵
柄
で
も
、

作
者
が
分
か
る
ほ
ど
個
性
が
出
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
風
の
強
弱
に
合
わ
せ
、
揚
げ
る
凧
を
選
び
ま
す
。

風
が
強
い
と
重
い
方
が
い
い
で
す
ね
。
う
ま
く
揚
げ

る
に
は
、
糸
目
の
長
さ
を
調
整
し
、
上
部
の
う
な
り

の
重
さ
を
変
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

　
香
川
で
は
「
升
い
か
」
と
呼
ば
れ
る
四
角
い
形
の

角
凧
が
多
く
、
他
に
も
奴
凧
や
六
角
凧
、
だ
る
ま
凧

な
ど
、
全
国
各
地
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
野
菜
を
作
り
、
近
所
の
人
々
と
分
け
合
っ

て
、
笑
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。  

　
　
　
　
　
（
さ
ぬ
き
市
　
女
性
　
77
歳
）

●
私
も
米
や
野
菜
を
作
り
、
農
業
の
大
切
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
が
農
業
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
応
援
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
（
宇
多
津
町
　
女
性
　
64
歳
）

●
香
川
で
農
業
を
頑
張
っ
て
い
る
人
を
見
る

と
、
う
れ
し
い
で
す
。「
地
産
地
消
」
香

川
の
食
べ
物
は
本
当
に
お
い
し
い
で
す
！

　
　
　
　
　
（
小
豆
島
町
　
女
性
　
65
歳
）

●
カ
ラ
ス
に
は
困
っ
て
い
ま
す
。「
一
刀
両

断
」
の
対
策
、
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
木
町
　
男
性
　
67
歳
）

●
表
紙
の
大
き
な
ナ
ス
、
き
れ
い
に
育
っ
て

い
ま
す
ね
。
自
分
で
作
ろ
う
と
し
て
も
、

こ
う
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　 

　      

（
ま
ん
の
う
町
　
女
性
　
64
歳
）  

●
い
き
い
き
農
家
を
読
む
た
び
、
私
も
畑
仕

事
楽
し
も
う
！
っ
て
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
豊
市
　
女
性
　
51
歳
）  

　香川県中讃農業改良普及センター
で働いて３年目になります。学生の
頃から、食に関わる仕事で社会貢献
したいと思っていました。今は毎日、
上司と共に現場回りに努めています。
　病害虫予防や肥料のアドバイスを
し、農家さんに「良いものが収穫で
きたよ」と言われるとうれしくて、
仕事への励みになります。「この人
なら大丈夫」と頼られる普及員にな
りたいです。
　休日は、友人と一緒にランニング
サークルで体を動かしています。と
てもリフレッシュになります。

ＮＯＳＡＩかがわ52号からの問題です。次の質問にお答えください。
　 今年は総代や共済部長など
ＮＯＳＡＩ関係者の改選の年です。
任期は何年でしょう。 ※ヒントは10、11ページA 年

当選者
発表

第50号 《当選者》danran ドーナツ詰め合わせ（10個入り）をお届けしました。３年産答え

橘光子さん（さぬき市）、林恵子さん（高松市）、久保薫さん（三木町）、中澤孝樹さん（小豆島町）、岡内稔さん（綾川町）、
北村美智子さん（坂出市）、竹川和弘さん（琴平町）、加藤浩一さん、西川郁代さん（以上三豊市）、藤川洋子さん（観音寺市）
橘光子さん（さぬき市）、林恵子さん（高松市）、久保薫さん（三木町）、中澤孝樹さん（小豆島町）、岡内稔さん（綾川町）、
北村美智子さん（坂出市）、竹川和弘さん（琴平町）、加藤浩一さん、西川郁代さん（以上三豊市）、藤川洋子さん（観音寺市）

勇
壮 

豪
華
な
和
凧
に
魅
せ
ら
れ

読
者
の
声

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正解者の中から抽選で６名の方に、やまもと農園（まんの
う町、前号で紹介）の新鮮野菜「アスパラガスやブロッコ
リーなど」の詰め合わせ３㎏入りをお届けします。収穫後
に即出荷、鮮度と味の良さをお楽しみください。

宇多津町 鬼木 あさひ さん（26）
おに  き

NOSA I
クイズ
NOSA I
クイズ

Q

糸のバランスを調整しながら「一番
神経を使う作業です」と湯浅さん

ゆ 

あ
さ
ひ
ろ
し

ま
す

今号のプレゼント

たくさんのご応募
お待ちしています。

郵便はがきに、
①クイズの答え②郵便番号③住所
④氏名（ふりがな）⑤年齢⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報
紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

応募の宛先

応募締め切り

当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係

令和４年２月18日（金）消印有効

令和４年５月発行予定の54号で発表

　
収
入
保
険
に
は
初
年
度
か
ら
加
入
し
、

万
一
の
場
合
に
困
ら
な
い
よ
う
、
最
高
の

９
割
補
償
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
個
人
の

収
入
減
少
が
対
象
と
い
う
、
補
償
の
分
か

り
や
す
さ
が
加
入
の
決
め
手
で
し
た
。

　
作
業
は
主
に
従
業
員
と
２
人
の
た
め
、

ど
ち
ら
か
が
病
気
や
け
が
で
入
院
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
収
入
が
落
ち
込
む
リ
ス

ク
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
も
補
償
対

象
に
な
る
こ
と
は
心
強
い
で
す
。

　
今
後
、
経
営
規
模
を
増
や
す
こ
と
を
考

え
て
い
る
人
や
、
若
い
農
業
者
に
は
魅
力

的
な
保
険
だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
試
算

し
、
加
入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

経
営
＝
水
稲
18
㌶
、
麦
14
・
５
㌶

最高補償で万一に備える

高松市御厩町 吉井 清志さん（39）
よし   い きよ　し

収
入
保
険

加
入
者
の
声

SANUKI MADONNA

マドンナ

〒761－8083  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

表 紙 の 続 き

キ
リ
ト
リ

◀宛先としてハガキに貼って活用してください。

前
号
を
見
て
の
ご
意
見
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発行日：令和４年１月１日

ツ イ ッ タ ー や っ て ま す ！
季節の話題や農業共済事業などを発信していますので、

フォローお願いします！！

＠ｎｏｓ_ｋａｇ

         

冬野菜の代表格、ダイコン。煮物
やサラダ、ステーキはもちろん、
大根おろしでも大活躍！　長期保
存には冷凍が良く、輪切りだと煮
込み料理に、おろしだとすぐに必
要量を使えて便利です。

ダイコンは皮をむいてすりおろ
す。

ちくわ、小ネギを小口切りにす
る。洗ったキャベツは千切り、
またはみじん切りにし、水気を
切る。

ボウルに生地の材料を入れてよ
く混ぜ、①、②の材料を加えて
さらに混ぜる。

フライパンに油をひき、豚肉を
片面焼いて③を適量のせ、フタ
をして中火で両面をしっかり焼
く。お好みで、ソースやマヨ
ネーズなどをかける。

1 2 3 4
 作り方

おうち
ごはん

創
作キ
ッチン

プロの

材料（直径15㎝ ２枚分）

ヒトコト POINT

川村 章子さん
かわ むら あき こ

野菜ソムリエプロ

野菜でキレイになる料理教室
　「be-vege」　主宰

料 理 紹 介 者

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部企画情報課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL０８７-８８８-２１２１ FAX０８７-８８８-３０３１

http://www.nosai-kagawa.jp

発行
編集

ホームページアドレス

● ダイコン
● キャベツ
● 豚ばら肉薄切り
● ちくわ
● 小ネギ
● お好み焼きソース・マヨネーズ・青のり・かつお節など
　

250ｇ
１／６玉
４枚
１本
４本

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  　　

・・・・・・・・・・・・・・・・  　　　 

・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

　 

  薄力粉
  卵
  干しエビ
  だししょうゆ

100ｇ
２コ
５ｇ

大さじ１
適量

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・             

・・・・・    

生地

もちもちお好み焼き
水は加えず大根おろしの水分を使って

今回の食材

ダイコン

でんぷんやタンパク質を分解する消
化酵素を多く含みます。先部分は辛
みが強くて薬味に、上部は煮物に最
適。葉にはビタミンCが豊富です！
　




